
第３期第１段階 最終成果発表会

最終成果発表会がR4年3月13日に開催されました。AIで身近な人の困ったことを解決してくれるシステム，
日常の生活をより便利にしてくれるシステム，世界規模で起こる問題を解決するシステムなど素晴らしい作
品が出そろいました。どの作品も課題発見の素晴らしい着眼点と講座等で手に入れた課題解決能力が存分に
使われています。発表された作品の一部を紹介します。

育成塾とは、国立研究開発法人 科学技術振興機構による「科学技術イノベーションを牽引する傑出した人
材の育成に向けて、理数・情報分野の学習等を通じて、高い意欲や突出した能力を有する小中学生を発掘
し、さらに能力を伸長する体系的育成プランの開発・実施を行うことを支援」するジュニアドクター育成
塾事業として、2019年から信州大学が採択されたものです。
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信州大学ジュニアドクター育成塾事務局連絡先 メール）crilofc@shinshu-u.ac.jp
Webサイト）https://cril-shinshu-u.info/jr-doc

本事業は国立研究開発法人科学技術振興機構の委託事業です

編集後記
第3期のジュニアドクター第1段階も無事修了しました。ありがとうござ
いました。修了式の様子からもこの9ヶ月で大きく成長した受講生の姿が
感じられました。受講生の皆さんの今後の活躍を祈念します。

第３期第１段階 修了式

同様に素晴らしい作品が
まだまだあります！
気になる方は是非，
信州大学ジュニアドクター
育成塾サイトをご覧ください。

最終成果発表会のあとは修了式が行われました。修了式では，修了証の授与，先生方からのお話，そして
受講生から一人一言ずつ感想をいただきました。村松先生からは，「トライすることが大切であり，今年
度の講座でトライしたことがこれからの一歩になる」というお話をいただきました。受講生からは「はじ
めは難しいと思っていたことがいつの間にかできるようになっていた」や「一人で学んでいたことをみん
なと一緒に行うことで形にすることができた」といった感想が聞かれました。「オモシロイを形」にする
第一歩を踏み出した子どもたちのこれからの活躍が楽しみになる修了式となりました。
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